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【はじめに】 

当院では急性期脳梗塞患者に対し、血栓回収療法を行っている。治療後の問題として、脳内出血と造影剤

漏出の鑑別が挙げられる。脳内出血の有無と血腫の大きさは患者の予後を左右する要因とされ、その鑑別に、

頭部Dual Energy (以下DE)撮影による仮想単純画像Virtual Non Contrast (以下VNC) imageを作成している。 

近年、DE撮影の技術を用いた物質弁別が汎用機CT装置でも可能になった。従来は上位機種CT装置で

VNC imageを作成していたため、装置間によってVNC imageの精度に差異が生じる可能性がある。そこで本研究

は汎用機CT装置と上位機種CT装置でファントム撮影による比較検討を行った。 

 

【使用機器】 

CT装置：Aquilion Prime SP (キャノンメディカルシステムズ社) 

CT装置：Aquilion ONE GENESIS (キャノンメディカルシステムズ社) 

Phantom：Dual Energy Phantom (GAMMEX社)  

Work station：Ziostation2 （ザイオソフト株式会社） 

 

【撮影条件】 

収集方式：Dual-spin方式  

撮影方法：Wide-Volume scan  

ビーム幅：0.5 mm×80 row  

FOV：240 mm 

回転時間：1.0 sec/rotation 

管電圧,管電流：135 kVp,300 mA / 80 kVp,600 mA 

 

【方法】 

使用装置は汎用機CT装置としてAquilion Prime SP、上位機種CT装置として

Aquilion ONE GENESISを使用した。Dual Energy Phantomには、脳内出血の有

無の判別より、相対電子密度：1.03の血液模倣材質であるBloodロッド、脳内に

造影剤が漏出した状態での出血の所見より、2種類のヨード濃度が混入した血

液としてIodine2.0 mg/ml+Bloodロッド、Iodine4.0 mg/ml+Bloodロッドを用いた

(Fig.1)。そのファントムを直径20 cmのガントリーの中心に配置し、各装置で10回

ずつDE撮影を行った。物質弁別には3-material decomposition methodを用いる

ため、CTのアプリケーションであるDE Image Viewを使用してVNC imageを作成

した。その後、Ziostation2にて各ロッドにおけるVNC imageのCT値を画像スライ

ス厚5 mmで測定し、平均CT値とSDを取得した。 

 

【結果と考察】 

135 kVp Single Energyと80 kVp Single Energyは、各ロッドとも機種間で同等な値が得られた(Fig.2,3)。 

VNC imageでは、Bloodのロッドは同等な平均CT値を得られたが、Iodineが混入しているロッドは機種間で差

が生じ、Iodineの濃度が低い2.0 mg/mlのロッドの方が差は大きくなった(Fig.4,5)。これは、Iodineの濃度が低いと

Iodineの除去能力が過大評価されるためと考えられる。この過大評価の大きさが機種間によって差が出たためと

考える。しかし、機種間のCT値差に注目するとIodine2.0 mg/mlでは4.29 HU、Iodine4.0 mg/mlでは2.75 HUだっ

た。これは、臨床に影響を与えるCT値差ではないと考え、Iodineの除去精度は2機種とも同等な能力を有してい

るといえる。また、各ロッドにおけるCT値のばらつきはAquilion Prime SPの方が大きい結果となった。これは、

VNC imageを作成する為に用いる物質式の値がAquilion ONEで設定されたものであるからと考えられる。しかし、

Fig.1 VNC imageのROI 



CT値差としては臨床に影響を与えるほどではなかったため、CT値のバラつきに関しても影響は少ないと考える。

よって、Aquilion ONEで設定された物質式を臨床に用いても問題はないが、Aquilion Prime SPにおける物質式

の最適値を検討する余地もあると考える。 

 

【まとめ】 

2機種間における性能の誤差は僅かに認められたが、臨床上の影響には限りなく少ないものであった。よって、

汎用機CT装置におけるVNC imageの利用は、上位機種CT装置と同等の精度を有していた。 
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Fig.2 135 kVp Single Energy Fig.3 80 kVp Single Energy 

Fig.4 VNC image Fig.5 2機種間のCT値差 

 


